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◼ 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

◼ JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

◼ 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

◼ 写真資料について 

このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい 

開催地域の様子 出発前までは、サウジアラビア情勢やホルムズ海峡でのタンカー襲撃等の中東情勢が伝わってきて

いた為、非常に心配していましたが、実際は安全で清潔で安心して過ごすことができました。毎日気温

35度以上、湿度80％以上という過酷な気象条件でした。 

宿泊場所 ホテルの周辺は何にもなく、大会期間中ホテルの敷地から出ることはありませんでした。ホテル内は

快適で食事も美味しかったです。 洗濯できる場所が無くまた湿度が高いことで洗濯物が乾きにくかっ

たです。 

大会のサポーターへ

の対応は 

選手と同じホテルに宿泊することができ、サポートしやすく助かりました。 

選手たちのコンディシ

ョンいつもとどうでした

か？ 

高温多湿の状況下でしたが、体調を崩す選手はありませんでした。日本から持ち込んだポカリスエット

やお米（おにぎり）を毎朝お母様方が準備して下さり、選手たちのコンデション維持に貢献できたと思い

ます。 

サポーターとして気を

つけたことは？ 

選手達がレースに集中できるよう、心掛けました。 

海外の選手を見て感

じたことは？ 

小柄な選手が多くて驚きました。食も細いように感じました。 

日本の選手を見て感

じたことは？ 

 

慣れない食事にも拘らず、バランスよく、しっかり食事が取れていたように思えました。 



Spare dayの過ごし方

は？ 

Spare day はありませんでした。 

日本チームとして 

の課題はありました

か 

特になし 

ＪＯＤＡへの要望 特になし 

その他 3役の皆さま、サポーターの皆さま、半年の間大変お世話になりました。またどこかのハーバーでお会

いできることを楽しみにしております。 

  

  

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


